
   

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 C-9-3 

事業名  地域コミュニティ集会所緊急整備事業（白河市双石集会所） 

事業費 総額:24,725千円（国費:18,543千円） 

（内訳:設計費 1,890千円、工事費 22,835千円） 

 

事業期間 平成 24年 8月～平成 25年 6月 

事業目的・事業地区 

 東日本大震災により被害を受けた市内双石地区のコミュニティ施設である集会所を

取壊し、新たな集会所を建設する。 

 

 ※双石地区概要 世帯：222世帯 人口：491人 

          ＜令和 2年 12月 1日現在＞ 

 

事業結果 

 平成 24年度 設計業務 既存集会所の取壊し 

 平成 24年度～25年度 集会施設設備工事 木造平屋建て 120.07㎡ 

 

① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

  双石地区は 222世帯と市内では中規模のコミュニティであり、子ども会や環境保

全活動など、地区住民による活動が定期的に行われていた地域であった。 

震災の影響を受け、これまで以上に地区住民のつながりや防災意識の啓発などコ

ミュニティ活動の重要性が再認識されており、集会所が活動の拠点として復興への

大きな原動力となっている。 

   （直近 3年平均 年間利用者 718人） 

 

② コストに関する調査・分析・評価 

   白河市双石地区のコミュニティ活動の拠点となる集会所の建設について、市の定

める標準建築費に従い積算、工事を実施しており当該事業費は適正なコストとなっ

ている。 

 

③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

 平成 24年 8月から 10月にかけて設計業務を行い、設計書完成後速やかに指名競

争入札を行って平成 25年 1月に工事請負契約を締結した。平成 25年 1月から 6月

まで遅滞なく建設工事を行い、計画どおり完了することができたところであり、事

業手法として妥当なものと考えられる。 

 

事業担当部局 

白河市市民生活部生活防災課  電話番号：0248-22-1111 
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